
令和6年度豊橋技術科学大学第3年次入学者選抜学力検査問題
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専門科

試験開始の合図まで,この問題冊子と解答用紙を開いてはいけません。

事項

2 問題冊子の枚数は表紙,草稿用紙を含めて7枚です。

3 問題冊子とは別に解答用紙が5枚あります。解答は用紙の裏面にまわってはいけません。

問題は3問あります。全問解答してください。

目

4

( 4:建築学)

5 試験開始の合図の後すぐに,すべての解答用紙の所定の箇所に受験番号を記入してください。

解答は必ず各問題別の解答用紙の所定の欄に記入してください。

落丁,乱丁,印刷不鮮明の箇所などがあれば,ただちに申し出てください。

問題冊子の余白は草稿用として使用しても構いません。

試験終了時刻まで退出してはいけません。
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10 問題冊子は持ち帰ってください。
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[ 1]本問はa),(2)の 2問からなる。すべての闇いに答えよ。

a)図1-1に示すように,支点①でピン支持,支点⑤で口ーラー支持された

静定トラスがある。下向きの鉛直荷重Pが節点⑥,⑦,⑧に作用してぃる。以

下の設問に答えよ。ただし,図 1 -1 中の数字①~⑧は各節点の名称を示し,

小文字のアルフ,ベ"ト[Ξ]~[亙ヨは各部材の名称を示す。すべての部材は等
質かっ等断面であり,その断面積を4,ヤング係数を三とする。また,軸力は

引張を正とする。
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ア.支点①におけ

めよ。ただし,
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軸力がゼロとなるすべての部材を部材名称で答えよ。

ウ

ι

る水平反力Hb 垂直反力乃,支点⑤における垂直反力乃を求

矢印の向きを正とする。

部材1Ξ,国,区の軸力N。, M, Mを求めよ。

部材[亙ヨの軸ひずみε。と伸びδ。を求めよ。
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(2)一様な曲げ岡小陛三1を有するはりに関する次の設問に答えよ。ただし,たわ

みを計算する際に,軸力の影響およびせん断変形は無視する。また,反力は

図中に示す矢印の向きを,たわみ角は時計回りを,たわみは鉛直下向きを正

とし,曲げモーメント図は部材の引張側に描くものとする。

ア.単純支持は

ンBを求め,曲

角θAと, C点

イ.単純支持はりに図 1

ンBを求め,曲げモーメ

角θAを求めよ。

りに図 1 -2 のように等分布荷重Wが作用する場合の反力 PA,

げモーメント分布を図示せよ。また,ピン支持点でのたわみ

(スパン中央位置)でのたわみδCを求めよ。

ウ.図 1 -4 のように,等分布荷重Wが作用するはりの反力UA, PA, PBを求め,

曲げモーメント分布を図示せよ。

3 のようにモーメン

ント分布を図示せよ。
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トUが作用する場合の反力 PA,

また,ピン支持点でのたわみ
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[ 2 ]

建築学-3

以下の空欄にあてはまる最も適切な語句および数値を解答欄に記入せよ 0

ただし,[^,[^および[1三匝ヨにっいては導出過程も示し,必要
な場合は小数点以下第1位を四捨五入し,整数で答えよ。同じ番号の空欄に

は同じ解答が入るものとする

a)熱は,温度が[ニヨい方から[1Σヨい方へと移動する性質があり,その伝わ

り方には区^,1^,1^がある。[1^は主に固体中で生じ,たとえば,
厚さ 30cm,熱伝導率2.OW/(m・K),壁表面間の温度差が30 Kのレンガ壁を移動

する熱流束は1^ Wm死なる。[1^は例えば固体表面から空気などの周
囲の流体に熱が伝えられる現象で,その熱移動量はニュートンの冷却則によ

り与えられる。屋根や壁などでは常に熱移動が生じ,その素材特性が建築空

間の物理的環境形成,さらに滞在者の[1三区ヨ't生に影響を及ぼす。住宅外皮の

断熱性能を示す[1^は数値が小さい方ほど断熱性能が[1区]く,省エネルギ
一基準によって地域ごとに性能値が定められている。断熱の弱い[11西ヨ部の
熱の出入りを防ぐことで建物全体の高い断熱性能を実現できる

0

(2)人間が体内に取り込むもので最も量が多いものは[1^であり,室内にお
ける[1Ξ11ヨ質を良好に保っことは重要である。そのための手段として,学校

建築など開口部を大きく取れる際は,風と温度差を駆動力とする[11巨1ヨ換気
が従来から活用されてきた。住宅においても高気密化が進んでぃることから ,

送風機'排風機を用いた[Σi^換気の重要性が増してぃる。二酸化炭素濃度
は室内の汚染指標として重要であり,安静状態の成人ひとりの二酸化炭素呼

出量を 15L/hゆerson,外気の二酸化炭素濃度を 350ppm とすると,短期滞在用

許容濃度 10ooppm以内に収めるための必要換気量は区1巨111^ m3/hゆersonとな
る 0

(3)照明設計において明るさの指標となる測光量のひとっが区li亘三ヨであり,そ
の単位はルクス[1×]である。規基準によりその推奨値が定められてぃる。図0

2 -1 のように光源Aから 30olm,光源Bから 60olmの光が入射する 10m2の面

Pの[11西1ヨは区1^ 1、となる。明るさのほか,1^,1Σli^,tl^ヨが明
視の条件として重要である。近年では,ポスターや公共機関のサインなどに

対して誰にでも見やすいように「網膜の多様性」へ配慮したカラー[1巨亙1ヨデ
ザインが推進されている
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[ 3 ] 本問は a),(2),(3)の 3問からなる。すべての問いに答えよ

ア・ 1965年に「区1^はツリーではない」と題する論文を発表した建築家ク
リストファー'アレグザンダーは,人々が心地よいと感じる環境を分析し

「路上力フェ」「小さな人だまり」 な ターンとランゲージ

で構成される区1Σヨを考案し, ^、^

インのプロセスに参加できる方法

イ・都市計画では,健全で秩序ある都市の発展を目指すために,士地を住居

系や商業系,工業系などの利用目的に応じて区分する用途地域を定めてぃ

る0 2018年に[1^住居地域が新たに加わり,現在,t1亙ヨ種類の用途地域
がある。用途地域によって,建てられる建物の種類,敷地面積に対する建

物の延べ面積の割合を示す[11§1ヨ率,敷地面積に対する建築面積の判△を
示す[1^率などが定められてぃる。

ウ 人口減少社会において都市の持続性を維持するために,一定密度が確保
されたコンパク なまちづくト とこれ 連携り トワークこ ツ、、

を形成する[11王ヨ型の都市構造への転換が求められてぃる。こうした都市
構造を実現するため,医療施設,福祉施設商業施設などの都市機能を集

約'誘導する区亙区]誘導区域,安全で生活利便性の高い区域に居住を誘導
する[1亙ヨ誘導区域の設定などを含む区巨匝ヨ計画が策定されてぃる。

新型コロナウィルス感染症拡大により,世界中の都市で道路九間の利活こ1二、

用が進んだ。日本では区ii^佃{回避や新しい生活様式に対応するための緊
急措置として,飲食店向けにティクァウトやテラス営業といった路上利用

の占用許可基準が緩和された。さらに,[^法の改正により,賑わいの
ある道路空間の創出を目指した歩行者利便増進道路が創設され,道路占用

れらを住民が共有することで誰もがデザ

を提唱した。
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(2)

玉妻今廷与会-5

図3-1が示す建築作品の名称と作者名を答えよ。また,この住宅の外観と

二階平面の構成にみられる特徴にっいて 150文字程度で記述せよ
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(3 ) 次の文章を読み,空欄にあてはまる最も適切な語句を解答欄に記入せよ

じ番号の空欄には同じ語句が入るものとする。
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ア.住宅や資材が不足した 1950年代の日本において,住宅機能をより△理化

し,生活に必要な区1区の要素を取り入れた住宅のことを[三jaf主宅という。

イ.躯体はそのままで外装内装を入れ替えられる建造物とするために,構

造躯体と住戸内の内装・設備等とを分籬した工法のととを[11巨三ヨという。

ウ・イギリスやアメリカの個別化・個性化教育の理念から誕生した[1亙ヨスク
ールでは,従来の教室とは違う学習集団,教科などを超えた多様な活動に
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建築?0世紀 PARTI, P.]58-159

こ1二 事務所建築において,総床面積または基準床面積に対する貸室面積の比

を[1^比といい,計画における重要な指標とされてぃる

れた部分のことを[1亙1]という。

カ.鎌倉時代初期から[11三ヨ寺院で取り入れられ始め,円覚寺舎利殿や正福寺
地蔵堂を代表例とする様式を[1亙1ヨ様という。
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作家名： RIETVELD GERRIT +1964
作品名： Riedveld Schroederhuis (2nd floor plan view), 1924
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